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　6月定例会は、6月19日から7月4日までの16日間にわたって開かれ、

補正予算、条例案や人事案件など市長提出案件19件、議員提出議案

5件についての審議などを行いました。

名古屋城天守閣木造復元に関する「契約の締結」について可決

民間ブロック塀等撤去助成などの補正予算を可決

市会だよりとは､市会の諸活動を広く周知することにより､議会への理解と関心を高

めることを目的に発行しています｡より分かりやすい紙面づくりを目指すため､平成22

年６月号の市会だよりから､議員で構成する編集委員会を設置しました｡

また､議会の活動に関する情報を市民のために積極的に公開･発信するため､平成23

年度から市会だよりの毎月発行化に向け､予算要求をしてまいりました｡しかし残念な

がら､河村市長から『回数をふやすことは､必要性､費用対効果の面で疑問がある』とし

て､毎月発行化は認められませんでしたので､平成30年度も現時点では年７回の発行を

予定しています｡

開
会

6/19

本会議

市長提出案件について

市長より提案説明

6/22～26

本会議

個人質疑、議案外質問

（詳細は、２・３面）

6/27～7/3

常任委員会

市長提出案件について

審　　査

閉
会

7/4

本会議など

市長提出案件などについて

議決（詳細は、１・４面）

提出案件の賛否については、４面をご覧ください。

●「平成30年度名古屋市一般会計補正予算（第１号）」など補正予算５件は、いずれも全会一致により原案どおり可決しました。

【主な内容】 (1万円未満は四捨五入)

民間ブロック塀等撤去助成
　大阪府北部を震源とする地震を受け、道路に面する高さ１ｍ以上の民間ブロック塀等の撤去費の助

成について、制度の広報を行うとともに助成件数を60件から300件に拡充するものです。

●本会議での採決に先立ち、日本共産党から反対討論（理由：文化庁が現天守閣の解体・木造化を許可する見通しがない中で、木材調達を先行させるという強引なや
り方は、市民にさらなる負担をもたらすおそれがある。)が行われました。

2,740万円

第20回アジア競技大会の招致金
　2026年開催予定の第20回アジア競技大会の開催都市契約締結後にアジア・オリンピック評議会

に支払う招致金及び送金手数料を計上するものです。

748万円

小学校入学準備金の支給
　準要保護の児童生徒を対象に支給している就学援助費のうち、これまで入学後に支給していた入学

準備金を来年度の新小学1年生から入学前に前倒して支給するものです。

7,450万円

●「契約の締結」については、本会議で個人質疑（詳細は、２・３面）、経済

水道委員会で審査を行うなど慎重に審議を行い、賛成多数により原案

どおり可決しました。

○木 材 本 数

○工　　　　期

○契約の相手方

○契 約 金 額

2,323本（大天守1,828本、小天守495本）

本契約成立の日から2022年12月16日まで

株式会社竹中工務店名古屋支店

94億5,540万円
現在の名古屋城天守閣 （右：大天守　左奥：小天守）

名古屋城天守閣木造復元に先行して、天守閣の主要な構造

部材となる桧や松などの木材の手配、製材を行うものです。
概　要

契約の

主な事項

経 済 水 道 委 員 会 で の 審 査 の 主 な 内 容

 文化庁からの現状変更許可の取得がスケジュール的に厳しい状況であるとの認識が

示された中、現段階において木材調達を行っていく必要性は。

 木材の手配に当たっては、契約後、まずは木材調達に係る調査期間として４カ月を要

し、また、未伐採の木については、夏場成長期に伐採すると性能が劣るため、秋から冬にか

けて伐採する計画であると、契約の相手方からは伺っており、今回の機会を逃すと木材伐

採の時期が１年遅れとなり、その分だけ工事が遅れることになると考えている。また、木材

を今回の契約で確保していれば、仮に、現状変更許可の取得が遅れた場合においても、相手

方との協議により、2022年12月に間に合う工程を組むことができる可能性があるため、

この時期に契約する必要があると考えている。

質 問

答 弁

　　　総事業費の上限505億円と2022年12月の完成期限の遵

守についての認識は。

          基本協定書の中でも上限を明示しており、たとえ条件に変

更があったとしても、総事業費と完成期限の遵守について、最大

限努力することは本市と契約の相手方との共通認識であると考

えている。市長においても、常日頃から総事業費505億円と2022

年12月の完成期限については市民との約束であり、全力を尽く

して実現していくと発言していることから、当局としても、それ

に従って事業を推進しているところである。

質 問

答 弁



個 人 質 疑 から

名古屋市会 検索検索

　6月22日の本会議では、３人の議員が名古屋城天守閣木造復元に関す

る「契約の締結」（詳細は、１面）について個人質疑を行い、市長はじめ市

当局の考えをただしました。

　主な質問・答弁の概要は次のとおりです。(発言順に記載してあります。)

　6月22日から26日の本会議では、26人の議員が市政全般に対する議案

外質問を行い、市長はじめ市当局の考えをただしました。

　主な質問・答弁の概要は次のとおりです。(発言順に記載してあります。) 

本会議での質問などや委員会での議論の様子は、

名古屋市ウェブサイト（市会情報）からパソコンやスマートフォンなどで

録画中継を視聴できます。ぜひご視聴ください。

議 案 外 質 問 から

会派の略称説明

自民…自由民主党名古屋市会議員団

民主…名古屋民主市会議員団

公明…公明党名古屋市会議員団

共産…日本共産党名古屋市会議員団

減税…減税日本ナゴヤ

６月２５日(月曜日)

６月２２日(金曜日)

６月２６日(火曜日)

ＯＫＯＫ
ＯＫ

↑スマートフォンなどから
簡単アクセス

　　　木材の請負契約の前に解決するべきと考えるバリアフリー問題に関し、「誰

もがみんなと一緒に楽しく登れる」「新しい技術」は、名古屋城木造天守閣竣工予定

の2022年12月までにできる見通しはあるのか。

　　　今後、木造天守の階段の実物大模型を建設し、障害者団体を交えたバリアフ

リーに関する協議会の設置や、新技術を国内外から募集するための検討調査を行

い、2022年12月までに障害のある方もない方も同様に楽しく登れる新技術を実

現していきたい。（観光文化交流局長）

質 問

答 弁

江上博之 議員（共産）

　　　名古屋城の木造化のスケジュールに関し、１0月の文化審議会での現状変更

許可の取得が厳しい状況であると認識しているのか。また、予定どおりに取得でき

ない場合、どのようなリスクがあると認識しているのか。

　　　現状としては、スケジュール的に厳しい状況であると認識しているが、工期

が間に合うよう全力を傾注していく。スケジュールの見直しが必要になった場合

に想定されるリスクとしては、木材保管料の追加負担が発生することなどが考え

られる。（廣澤副市長）

質 問

答 弁

浅井正仁 議員（自民）

小学校への防災ヘルメットの配備

　　　災害時に子どもたちの命を守るため、東日本

大震災以降継続して、小学校への防災ヘルメットの

配備を求めてきたが、未だに配備されていない。早急

に配備するべきでは。

　　　大阪の地震によるブロック塀倒壊の事故におい

ても学校外で起きているので、学校内に配備するだけ

でなく、通学時や外で遊ぶ時のヘルメットに対して助

成することがまず重要であると考えているが、学校内

への配備についても検討し、結論を出す。（河村市長）

質 問

答 弁

金庭宜雄 議員（公明）

自転車活用推進計画の策定

　　　自転車活用推進計画が閣議決定され、自治体

においても計画を策定するよう努める必要がある

が、市としてどのような方針で取り組んでいくのか。

　　　本市としても、さらなる自転車の活用を図る

ため、自転車通行空間の整備など18の具体的な施策

を総合的に推進する名古屋市版の計画を策定する必

要があると考える。計画の策定に当たっては、取り組

むべき施策が複数局にまたがるため、関係部局が連

携していくよう取り組んでいきたい。（伊東副市長）

質 問

答 弁

中田ちづこ 議員（自民）

なごやの子どもたちの通学時における負担軽減

　　　通学かばんの重量化による子どもたちの身体

への影響が心配される中、通学時の負担軽減につい

て一定のルールを決めるため、プロジェクトチーム

を立ち上げ、生徒の体格に応じてかばんの重さの基

準を決めるべきでは。

　　　子どもたちの通学かばんが重たいということ

は大問題である。何を家に持ち帰るかも含めて、プロ

ジェクトチームを作り、子どもがのびのびと立派に

なってくれるよう考えていきたい。（河村市長）

質 問

答 弁

うえぞの晋介 議員（民主）

本市の地域包括ケアシステム

　　　40歳代から地域包括ケアシステムの知識があ

れば、介護予防事業への関心が高まり、認知症などへ

の不安も軽減することから、地域包括ケアシステムの

認知度を高める画期的・効果的な方法を検討しては。

　　　本市が目指す地域包括ケアシステムの認知度

を高めるため、40歳代から認知度を高める周知方法

や、事例を交えたガイドブックやキャッチコピーの

作成など効果的なPR方法について検討していきた

い。（健康福祉局長）

質 問

答 弁

長谷川由美子 議員（公明）

同性パートナーの市営住宅への入居

　　　差別や偏見をなくし、法の下の平等という観

点から、現状の市営住宅の入居申請要件を見直し、同

性パートナーも申請できるようにするべきでは。

　　　同性パートナーは、入居者資格の審査におい

て住民票の続柄欄の確認ができず、同性パートナー

シップ制度などの運用がない中で実施することは困

難である。同性パートナー同士での市営住宅への入

居については、市全体における議論の状況を踏まえ

た上で検討していきたい。（住宅都市局長）

質 問

答 弁

西山あさみ 議員（共産）

鳴海駅前市街地再開発事業

　　　本市東南部の総合的な医療体制の構築に向

け、鳴海駅前再開発エリアに「救命救急センタークラ

スの施設」や「医療検診施設」を中核とした医療・福祉

施設の整備をしていくべきでは。

　　　当地域への医療・福祉関連機能の導入について

は、鳴海駅を中心とする駅そばまちづくりにおいても重

要な課題と認識している。当地域にとって望ましい施設

については、公職者や地元の皆様、関係機関の意見を伺

いつつ前向きに取り組んでいきたい。（堀場副市長）

質 問

答 弁

中里高之 議員（自民）

ソーシャル・インパクト・ボンド（SIB）の導入

　　　SIBは、民間資金を活用した官民連携による社

会課題解決の仕組みとして、行政改革における活用

が期待できるが、本市としてどのように取り組んで

いくのか。

　　　SIBは、これまでの官民連携手法と事業目的な

どが異なる新たな手法であると認識している。まず

は、国の動向や他都市の先進事例の情報収集を行う

とともに、事業効果の把握にも努めながら、SIBにつ

いて研究していきたい。（総務局長）

質 問

答 弁

髙木善英 議員（減税）

伝統文化により親しむための仕掛けづくり

　　　名古屋が誇る伝統行事である山車祭りについ

て、より多くの人に親しんでもらうための仕掛けづ

くりとして、どのような取り組みをしていくのか。

　　　山車祭りの魅力をより多くの人に知っていた

だけるよう、山車祭りの紹介などをしているスマホ

アプリ「なごや歴史探検」内の地図へ、リアルタイム

で山車の位置を表示する試みに取り組んでおり、今

年の秋の名古屋まつりでの実現を目指していきた

い。（教育長）

質 問

答 弁

くにまさ直記 議員（民主）

「ぼうさいこくたい」の本市開催に向けた働きかけ

　　　伊勢湾台風から60年の節目を迎える来年に、

「ぼうさいこくたい」を本市で開催するよう内閣府に

強く働きかけては。

　　　「ぼうさいこくたい」は、国の主催で、災害に関

する知識や経験の共有などを図ることを目的に開催

され、本市で開催できれば非常に有意義であると認

識している。現在、愛知県と連携して本市開催を内閣

府に提案しているが、引き続き来年度の本市開催を

目指して調整していく。（防災危機管理局長）

質 問

答 弁

田辺雄一 議員（公明）

誰もが利用しやすい地下鉄駅の券売機

　　　東京オリンピック・パラリンピック、アジア競技

大会を控え、訪日外国人の増加が見込まれる中、地下

鉄駅において、多言語対応をはじめ検索機能の充実な

ど、誰もが利用しやすい券売機を導入するべきでは。

　　　現在の券売機においては、日本語と英語に対

応しているが、英語以外の言語についても追加が必

要と考えている。今後、券売機の多言語対応をはじめ

検索機能の充実などについて、他事業者の事例も参

考に検討していく。（交通局長）

質 問

答 弁

増田成美 議員（減税）

要介護認定事務の委託化・集約化の問題

　　　4月からの要介護認定事務の委託化・集約化に

伴い、認定決定期間の遅延が起きているが、その原因

と今後の改善の見通しは。

　　　今回の事務処理の遅れは、受付方法の変更等

による問い合わせが集中したことなどによるものと

考えている。これまで委託事業者において、人員及び

電話回線の数を大幅にふやすなど体制の強化を行

い、認定決定期間は9月頃には従前の水準に戻る見

込みであると考えている。（健康福祉局長）

質 問

答 弁

柴田民雄 議員（共産）

通学路へのライジングボラード導入

　　　交通事故撲滅と通学路の安全確保をしている

地域の方々の負担軽減のため、時間帯によって車止

めを自動的に昇降させ、車両の進入を抑止するライ

ジングボラードを導入する考えは。

　　　導入に当たっては、地域の方々や関係機関と

の協働体制のもと進めていくことが必要不可欠であ

る。他都市の事例も参考にしながら、維持管理や運用

面などの課題について整理し、社会実験などを通し

て導入について検討していきたい。（緑政土木局長）

質 問

答 弁

吉田　茂 議員（自民）

有料公園施設の利用促進

　　　本市が管理する軟式野球場の抽選最高倍率が

363倍という中で、大人と小学生の野球を同列に扱

われている小学生たちがふびんである。少年野球に

ついては、安全性が確認できるソフトボール専用球

場への抽選にも参加させることはできないか。

　　　ソフトボール専用球場では少年野球をやって

も良いと思うし、もし球場の外にボールが飛ぶので

あればネットを張れば良い。今の倍率は話にならな

いので、早速柔軟に対応していく。（河村市長）

質 問

答 弁

橋本ひろき 議員（民主）

医療的ケア児の支援における関係機関との連携の推進

　　　医療的ケア児が必要な支援を円滑に受けられ

るよう、医療的ケア児と保護者に対する支援を総合

的にコーディネートする人材の養成が必要では。

　　　医療的ケア児が在宅生活を継続していくため

には、総合的な支援を提供することが求められ、コー

ディネーターの配置の必要性を認識している。他都

市の先行事例を調査し、国の補助制度も活用しなが

ら、できる限り早い時期に配置できるよう検討して

いく。（子ども青少年局長）

質 問

答 弁

近藤和博 議員（公明）

小学校給食費の無償化の実現

　　　子育て世代の負担軽減のため、学校給食費の

無償化を実施する自治体が急速にふえているが、本

市の学校給食無償化に向けた検討状況と無償化につ

いての考えは。

　　　第1回目の名古屋市学校給食のあり方懇談会にお

いて、給食費の現状などについて共通認識を図ったとこ

ろである。今後の懇談会の意見を踏まえ、無償化を含む

給食費のあり方や給食内容の充実など、本市の学校給

食の運営について検討を行っていきたい。（教育長）

質 問

答 弁

くれまつ順子 議員（共産）

児童生徒の競技大会等への参加

　　　運動競技は児童生徒の教育的効果が大きいと

されていることから、児童生徒が各種競技大会に参

加する場合の出席扱いについて、教育現場の対応が

進むよう対策を行うべきでは。

　　　各種通知について、内容のポイントを示して

周知するなど学校の理解が深まるように努め、競技

大会に参加する場合の出席扱いについて保護者から

問い合わせがあった場合に、一人一人の教員が適切

に対応できるようにしていく。（教育長）

質 問

答 弁

大村光子 議員（減税）

犬猫の多頭飼育崩壊の未然防止

　　　北区の市営住宅で猫の多頭飼育をしていた問題

を受け、犬猫を多頭飼育している飼い主を早期に把握

し、それ以上ふえ過ぎてしまわないようにするべきでは。

　　　近隣住民などから多頭飼育の情報を把握した

時点では、既に対応が大変困難なことも多い。早期に

情報を把握し、適正な管理について指導できるよう、

条例で多頭飼育の届出義務を規定することを検討

し、来年度から施行できるようにしっかりやりたい。

（河村市長、健康福祉局長）

質 問

答 弁

松井よしのり 議員（自民）

特別支援教育の充実

　　　介助を必要とする障害のある子どもが通常の学級で

安心して過ごすために、学校生活介助アシスタントの配置

時間数をふやすなど、事業を拡充する必要があるのでは。

　　　主に身体に障害のある子どもの移動などの介

助を行う学校生活介助アシスタントは、通常の学級

で学ぶ障害のある子どもにとって必要な支援と考え

ており、これまで配置時間数の増加などの充実に努

めてきた。今後も必要な支援が受けられるよう事業

のさらなる充実に努めていきたい。（教育長）

質 問

答 弁

日比美咲 議員（民主）

金山総合駅周辺における帰宅困難者対策

　　　中部圏第2位の乗降客数を誇る金山総合駅周

辺の帰宅困難者対策として、退避施設や備蓄物資の

確保に早期に取り組むべきでは。

　　　退避施設の確保については、早期に実現でき

るよう、大規模商業施設を含め関係局とともに取り

組んでいく。備蓄物資の確保については、民間事業者

などに働きかけるとともに、本市としても備蓄物資

が確保できるよう関係機関と調整しながら、前向き

に検討していく。（防災危機管理局長）

質 問

答 弁

森　ともお 議員（民主）

旧西区役所跡地の土地活用

　　　医療ケアを必要とする方への対応の必要性が

高まる中、旧西区役所跡地については、医療対応型特

別養護老人ホームを整備要件とする方向で有効活用

を進めていただきたいが、そのスケジュール感は。

　　　地域の方々の要望に応えていくため、医療対

応型特別養護老人ホームを整備要件とする方向で、

一刻も早く売却に向けた手続きを進めていきたい。

具体的には、秋頃には公募を開始し、今年度内に売却

候補者の決定を行っていきたい。（市民経済局長）

質 問

答 弁

浅野　有 議員（自民）

名古屋ボストン美術館閉館後の活用

　　　今年10月に閉館する名古屋ボストン美術館に

ついて、一刻も早く美術館・博物館を運営する事業者

を見つけるために、今すぐにでも国内外から広く募

集するべきでは。また、企画展を展示・運営する事業

者も対象にしてはどうか。

　　　早ければ７月末にも国内外から事業者募集を開始

し、年内には事業者を選定できるよう努力していきたい。

また、可能性を広げるためにも、業種を限定することなく

広く公募の対象としていきたい。（観光文化交流局長）

質 問

答 弁

服部しんのすけ 議員（自民）

道路に関する工事における費用負担

　　　市以外が行う道路工事について、消防団詰所な

ど公共性の高い事案は、経済支援も含め市の関係部

署と道路管理者が連携しフォローしていく考えは。

　　　公共性の高い事案は、工事の申請を受けるに当た

り、工事を計画するに至った経緯などをしっかりと聞き

取り、関係部署とともに現場の状況に沿った最適な方法

を提案するなど、まちづくりの一翼を担う当局として、

課題解決に対する意識の向上を図り、市民の皆様から信

頼を得られるよう努めていく。（緑政土木局長）

質 問

答 弁

土居よしもと 議員（民主）

「名古屋市無電柱化推進計画」の策定

　　　防災上危険であり、景観も損ね、国際的にもお

くれている無電柱化の推進に向け、大胆かつ積極的

な無電柱化推進計画を策定するべきでは。

　　　目標は、日本一になるよう、無電柱化されてい

ない道路の1割である約600ｋｍを10年程度で整備

する。無電柱化は、まちを大事にすることになるの

で、まずは市民の皆さんを説得するため、資金割合を

出して経済効果を示すよう指示し、しっかりやる。

（河村市長）

質 問

答 弁

小出昭司 議員（自民）

避難所としての小中学校におけるトイレの整備

　　　災害に備えるため、主要な避難所である小中

学校のトイレは、早急に洋式化するべきでは。また、

その財源確保に努めるべきでは。

　　　トイレ改修は、避難所生活の長期化も想定し取

り組むべきと認識しており、体育館まわりや運動場の

トイレについて、学校施設リフレッシュプランとは別

に早急に洋式化を行う必要があると考えている。ま

た、基金などの安定的な財源確保に向けて、関係局と

鋭意調整を進めていく。（教育長、防災危機管理局長）

質 問

答 弁

岩本たかひろ 議員（自民）

市営住宅への入居施策

　　　高齢単身者がふえていくことが予想される

中、一般募集で応募がなかった市営住宅については、

単身者向け住宅の面積要件55㎡以下を緩和し、先着

順募集で単身者向けとして募集しては。

　　　単身者向け住宅の要件緩和については、団地

ごとの高齢化の状況などを十分に踏まえた検討が必

要であると考えている。単身者向け住宅の確保につ

いては、他都市の取り組みなども参考にしながら、引

き続き研究を進めていきたい。（住宅都市局長）

質 問

答 弁

藤井ひろき 議員（共産）

市営墓地のあり方

　　　人口減少社会・多死社会を迎えるに当たり、み

どりが丘公園へ将来的に承継人不要な合葬式墓地を

整備していくことについての見解は。

　　　平成27年度市政アンケート結果では、4人に1人

の方が合葬式墓地を希望されているが、伝統的なお墓

を希望される方なども一定数おり、これらのニーズに応

えていかなければならないと考える。みどりが丘公園の

現状と課題を整理しながら、樹木型のような合葬式墓

地の整備を含めて検討していきたい。（緑政土木局長）

質 問

答 弁

手塚将之 議員（減税）

みどりが丘公園

自転車通行空間

市内の山車祭り

伊勢湾台風による浸水で孤立した港区の南陽小学校茶屋分校

小学校給食

　　　木材の乾燥は長期間を要し、人工乾燥は木の風合いや色艶を損ねるとの指

摘もあるが、史実に忠実な復元をうたっている中で、木造天守閣の大もとである木

材の品質とスケジュールをどのように考えているのか。

　　　木材の乾燥期間は、大径木の自然乾燥の場合、2～3年必要と言われている。

天守閣整備事業では、短期間で良質な木材を調達する必要があることから、自然乾

燥だけでなく、品質を確保した上で、機械乾燥を用いて乾燥期間の短縮を図ってい

く。（観光文化交流局長）

質 問

答 弁

うかい春美 議員（民主）
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６月定例会　提出案件の賛否

議決結果
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中 川 貴 元

渡 辺 義 郎

浅 野 　 有

小 出 昭 司

斉 藤 た か お

中 田 ち づ こ

西 川 ひ さ し

ふ じ た 和 秀

服 部 し ん の す け

岡 本 善 博

浅 井 正 仁

吉 田 　 茂

坂 野 公 壽

横 井 利 明

藤 沢 た だ ま さ

松 井 よ し の り

北 野 よ し は る

岩 本 た か ひ ろ

中 里 高 之

丹 羽 ひ ろ し

成 田 た か ゆ き

議 員

議 員
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議 員
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議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

山 田 昌 弘

斎 藤 ま こ と

く に ま さ 直 記

服 部 将 也

う え ぞ の 晋 介

う か い 春 美

お く む ら 文 洋

土 居 よ し も と

塚 本 つ よ し

森 　 と も お

久 野 浩 平

加 藤 一 登

橋 本 ひ ろ き

小 川 と し ゆ き

岡 本 や す ひ ろ

松 本 ま も る

日 比 美 咲

田 中 里 佳

（ 千 種 ）

（ 千 種 ）

（ 東 ）

（ 北 ）

（ 西 ）

（ 中 村 ）

（ 昭 和 ）

（ 瑞 穂 ）

（ 瑞 穂 ）

（ 熱 田 ）

（ 中 川 ）

（ 港 ）

（ 南 ）

（ 守 山 ）

（ 緑 ）

（ 緑 ）

（ 名 東 ）

（ 天 白 ）

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

田 辺 雄 一

長 谷 川 由 美 子

沢 田 晃 一

中 村 　 満

木 下 　 優

ば ば の り こ

佐 藤 健 一

福 田 誠 治

金 庭 宜 雄

近 藤 和 博

小 林 祥 子

三 輪 芳 裕

（ 千 種 ）

（ 北 ）

（ 西 ）

（ 中 村 ）

（ 中 川 ）

（ 中 川 ）

（ 港 ）

（ 南 ）

（ 守 山 ）

（ 緑 ）

（ 名 東 ）

（ 天 白 ）

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

岡 田 ゆ き 子

青 木 と も こ

藤 井 ひ ろ き

西 山 あ さ み

柴 田 民 雄

江 上 博 之

山 口 清 明

高 橋 ゆ う す け

く れ ま つ 順 子

さ は し あ こ

さ い と う 愛 子

田 口 一 登

（ 北 ）

（ 西 ）

（ 中 村 ）

（ 中 ）

（ 昭 和 ）

（ 中 川 ）

（ 港 ）

（ 南 ）

（ 守 山 ）

（ 緑 ）

（ 名 東 ）

（ 天 白 ）

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

手 塚 将 之

田 山 宏 之

鹿 島 と し あ き

佐 藤 あ つ し

大 村 光 子

髙 木 善 英

鎌 倉 安 男

増 田 成 美

浅 井 康 正

鈴 木 孝 之

（ 千 種 ）

（ 北 ）

（ 西 ）

（ 中 ）

（ 昭 和 ）

（ 中 川 ）

（ 守 山 ）

（ 緑 ）

（ 名 東 ）

（ 天 白 ）

■以下の市長提出案件３件については、いず
れも賛成多数により原案どおり可決しまし
た。賛否と結果は下記の表のとおりです。

■以下の21件については、いずれも全会一致により原案どおり可決（人事案件については同
意、または異議なき旨の答申議決）しました。

《条例案》

〇…賛成   ×…反対　欠…欠席   議長…議長のため議決に参加できない

表の①は、次の２件です。
●計画提案に係る規模を定める条例の制定
　　都市計画法施行令第15条ただし書の規定に基

づき、計画提案に係る規模を定めるものです。

●指定管理者の指定
　　伏屋駅自転車駐車場の指定管理者を指定するものです。

表の②は、次の１件です。
●契約の締結（詳細は、１面）
　　名古屋城天守閣木造復元に先行して、木材の手

配、製材を行うものです。

市長提出案件（16件）市長提出案件（16件）

●産業廃棄物等の適正な処理及び資源化の促進に関する条例の一部改正
　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部改正に伴い、規定を整備するものです。

●市税条例等の一部改正
　　地方税法の一部改正などに伴い、個人市民税・固定資産税・市たばこ税の規定を整備するものです。

●敬老パス条例及び国民健康保険条例の一部改正
　　地方税法の一部改正により、法令に規定する用語が改正されたことに伴い、規定の整理を行うものです。

●介護保険条例の一部改正
　　介護サービス事業者に対する調査に係る手数料を定めるものです。

●市立学校の授業料等に関する条例の一部改正
　　地方税法の一部改正に伴い、市立幼稚園の授業料算定に係る市町村民税所得割額について、改正

前の規定を適用するものなどです。

●地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正
　　太鼓ケ根地区整備計画区域における建築物の制限に関して、規定を整備するものです。

●子ども・子育て支援法施行条例の一部改正
　　地方税法の一部改正に伴い、利用者負担額の算定に係る市町村民税所得割額について、改正前の

規定を適用するものなどです。

《一般案件》

●損害賠償の額の決定
　　平成27年3月に東部医療センターで発生した医療事故

に関し、損害賠償の額を決定するものです。

●財産の処分
　　愛知県道路公社の愛知県有料道路運営等事業 武豊北

インターチェンジ（仮称）新設工事用地などとするため、

当該土地を売り払うものです。

《人事案件》

●固定資産評価審査委員会の委員選任
　　固定資産評価審査委員のうち、任期満了となる者の後任候補者3名を選任するものです。

●人権擁護委員の推薦
　　人権擁護委員のうち、任期満了となる者の後任候補者など16名を推薦するものです。

《補正予算》

●平成30年度名古屋市一般会計補正予算(第１号)など５件（詳細は、１面）

議員提出議案（５件）議員提出議案（５件）

市会だより点字版、音声版のご案内市会だより点字版、音声版のご案内

●幼児教育・保育の無償化に関する意見書

　　幼児教育・保育の無償化の実施に当たっては、地方公共団体の

財政負担とならないよう、国において必要な措置を行うことなど

を強く要望するものです。

●種子の安定供給・品質確保に関する意見書

　　都道府県が従来どおり種子の生産・普及に関し適切な役割を

　果たすことができるよう、十分な財政措置等を講ずるよう強く要望するものです。

●地方財政の充実・強化を求める意見書

　　地方の財政需要を地方財政計画に的確に反映することにより、地方公共団体の標準的な行政

サービスの提供に必要となる総額を確保することなどを強く要望するものです。

●旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見書

　　当事者の心情に配慮しつつ、できる限り幅広い資料の収集及び保全を図り、不妊手術の被害者に

対する的確な救済措置を一刻も早く講ずるよう強く要望するものです。

●骨髄移植手術等の医療行為により抗体が失われた場合のワクチンの再接種制度の実施を求める意見書

　　予防接種に関する法令を改正し、骨髄移植等の医療行為により抗体が失われた場合のワクチン

の再接種制度を、国の責任において実施することなどを強く要望するものです。

　目の不自由な方のため、点字版と市会だよりの内容を録

音した3種類の音声版を発行しています。

　ご希望の方がいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

　６月定例会閉会後の７月31日に、「減税日本ナゴヤ」から鎌倉安男議員の離団届が提出され、同日、「なごや

無所属クラブ（１人）」が発足しました。

【種　類】　・点字版 ・テープ版

 ・デイジー版 ・音楽CD版

【連絡先】　市会事務局調査課　☎972-2094

意見書の全文は、名古屋市ウェブサイト（市会情報）でご覧いただけます。

テープ版テープ版

音楽ＣＤ版音楽ＣＤ版デイジー版デイジー版点字版点字版

広報なごや 市会だより第162号 平成30年9月（4）

広報なごや市会だよりは、古紙パルプを含む再生紙を使用しています。名古屋市ウェブサイト（市会情報） http://www.city.nagoya.jp/shikai/ 広報なごや市会だよりは、古紙パルプを含む再生紙を使用しています。
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